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商品市況展望  

平成 25 年 1 月 6 日記 

株式相場における、干支による格言では、「辰巳天井、午尻下がり、未辛抱、申酉騒ぐ、戌笑辰巳天井、午尻下がり、未辛抱、申酉騒ぐ、戌笑辰巳天井、午尻下がり、未辛抱、申酉騒ぐ、戌笑辰巳天井、午尻下がり、未辛抱、申酉騒ぐ、戌笑

い、亥固まる、子は繁栄、丑つまずき、寅千里を走り、卯跳ねるい、亥固まる、子は繁栄、丑つまずき、寅千里を走り、卯跳ねるい、亥固まる、子は繁栄、丑つまずき、寅千里を走り、卯跳ねるい、亥固まる、子は繁栄、丑つまずき、寅千里を走り、卯跳ねる」というものがある。この通

りなら、株式市場は今年に高騰して天井を付けるわけだ。 

しかし当方の経験上、株式市場にはこれが当てはまるケースも多いと思うが、商品市場にはほ

ぼ当てはまらない、と思っている。 

 

それはともかくとして、この年末年始に注目だった｢財政の崖｣問題は、とりあえずの合意を見

て円安/ドル高が進行し、商品市場も高騰して始まった。もっともこの問題で｢強制的な歳出削減｣

については、2 ヶ月先送りされただけなので、また 2 月末には問題が発生するのかもしれない。 

http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTYE90100Z20130102http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTYE90100Z20130102http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTYE90100Z20130102http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTYE90100Z20130102    

    

そんな中で、やはり国内商品相場にとっての最大の注目は、｢アベノミクス｣が功を奏するのか

どうかだろう。大胆大胆大胆大胆な金融緩和によるデフレ不況および円高不況からの脱却、大型公共事業にな金融緩和によるデフレ不況および円高不況からの脱却、大型公共事業にな金融緩和によるデフレ不況および円高不況からの脱却、大型公共事業にな金融緩和によるデフレ不況および円高不況からの脱却、大型公共事業に

よる景気サポートなどが主な柱の政策よる景気サポートなどが主な柱の政策よる景気サポートなどが主な柱の政策よる景気サポートなどが主な柱の政策だが、日銀にインフレターゲットを日銀にインフレターゲットを日銀にインフレターゲットを日銀にインフレターゲットを 2222％求め、円安にさせ％求め、円安にさせ％求め、円安にさせ％求め、円安にさせ

ると言うのだから、商品相場には間違いなく買い材料だると言うのだから、商品相場には間違いなく買い材料だると言うのだから、商品相場には間違いなく買い材料だると言うのだから、商品相場には間違いなく買い材料だ。週末の NY 市場では、円安が 88 円台

まで進んでおり、なお円安が進行中だ。 

 

昨年のレポートから何度もコメントしているが、例えば金相場はドルベースが変わらないとし

ても、為替が 5 円円安に動いただけで、250 円以上騰がる。現にこの円安で、この年末年始も急

騰しているわけだ。ざっくりだが、野田政権末期からはすでに 10 円の円安となっているわけで、

金相場も 500 円の上昇となっているわけだ。 

 

｢アベノミクス｣に対する批判論も数々あり、その多くは野党による批判だが… 

1、 円安＆インフレターゲットと言うが、ハイパーインフレになるのではないか？ 

2、 金融緩和や公共事業をしても、末端までお金は廻らないのではないか？ 

3、 公共事業のバラマキは財政を悪化させて、いずれ国債の金利上昇を生むのでは？ 

4、 株や土地が上がっても、得をするのは資産家だけだ。 

 などというものではあるまいか。 

 

 安倍政権が長期政権になるためには、確かに庶民に｢景気回復の実感｣を持たせる必要があるわ

けで、そういう意味ではこの｢アベノミクス｣が実際に功を奏するのかどうかは不明だ。だが我々

は市場で生きる投機家である。 

 仮に上記の 1～4 の現象が起きたとしても、買い仕込んで相場が上がれば、お釣りが来るくら

い儲かるわけだ。都合の悪いことなんぞ、何一つない。 

 

 ｢どこまで円安は進むのか？｣｢調整はどこかでないのか？｣という問題点はもちろんあるが、今

年は非常に面白く、判りやすい相場が到来したと考えている。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕 

〇東京金月足 

…削除済み… 

年末年始の金の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 \4,510 53 \4,519   

12 月 26 日 \4,546 36 \4,555 36 

12 月 27 日 \4,569 23 \4,580 25 

12 月 28 日 \4,623 54 \4,633 53 

1 月 4 日 \4,666 43 \4,676 43 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、12/23 号においては『想定通りに NY 安からの調整安を迎えているが、ここからの

下値は再び買いだろう。調整安が完了すれば、NY 高＆円安で 5,000 円を目指す買い相場が、再

び始まるだろうと見ている』とコメントした。 

年末年始の相場展開は、円安の進行とともに上昇が加速。大発会は大発会は大発会は大発会は 4,6984,6984,6984,698 円（円（円（円（1/41/41/41/4）の高値ま）の高値ま）の高値ま）の高値ま

で記録で記録で記録で記録しており、4,700 円台乗せに王手が掛かった状況だ。 

 

…中略… 

 

このチャートでの最高値は、このチャートでの最高値は、このチャートでの最高値は、このチャートでの最高値は、2011201120112011 年年年年 9999 月の月の月の月の 4,7544,7544,7544,754 円円円円。残り 50 円ほどであり、抜けたら上場来

最高値の更新となる。東京市場に金が上場する前の現物相場の動きでは、オイルショックの頃に

6,400 円台というのがあるゆえ、ずっと右肩上がりで上昇を続ける相場が、さてどこまで上がる

か？という状況だ。 

過去最安値は過去最安値は過去最安値は過去最安値は 1999199919991999 年の年の年の年の 838838838838 円円円円と 1,000 円以下があるわけだが、この頃はドルベースでもたっ

たの 250 ドルしかしなかった。 

急騰を開始したのは 2005 年からであり、これはファンド資金が大量に流入し始めた事が原因

だ。その後、2008 年リーマンショックによる暴落→08 年 11 月から QE1（量的緩和第一弾）が出

て押し目からの再上昇となり、更に QE2、QE3 と出て、今や 5,000 円を伺おうかという動きなわ

けである。 

 

つまり、もしもつまり、もしもつまり、もしもつまり、もしも 10101010 年前に金の現物をグラム年前に金の現物をグラム年前に金の現物をグラム年前に金の現物をグラム 1,0001,0001,0001,000 円で円で円で円で 1111 キロ買っていたとした場合、キロ買っていたとした場合、キロ買っていたとした場合、キロ買っていたとした場合、100100100100 万万万万

円の円の円の円の金の金の金の金の延べ板が、今や延べ板が、今や延べ板が、今や延べ板が、今や 500500500500 万円に近くなっていると万円に近くなっていると万円に近くなっていると万円に近くなっているという事だいう事だいう事だいう事だ。 

先物市場の場合は最長で 1 年間しか持てないが、1 キロ＝500 万円近い現物は 1 枚の単位であ

り、1111 枚＝おおよそ枚＝おおよそ枚＝おおよそ枚＝おおよそ 10101010 万円の証拠金である万円の証拠金である万円の証拠金である万円の証拠金である。（各社によって違うし、証拠金は変動するゆえ、お

およそとした）よって 1,000 円動けば、10 万円で 100 万円の動きとなるわけである。 

昨年 2012 年は、上下で約 800 円の動き。１枚＝10 万円当りで 80 万円の動きであった。 

 

さて今年の最大の焦点は、やはり｢アベノミクス｣による為替の円安が、一体どこまで進むかさて今年の最大の焦点は、やはり｢アベノミクス｣による為替の円安が、一体どこまで進むかさて今年の最大の焦点は、やはり｢アベノミクス｣による為替の円安が、一体どこまで進むかさて今年の最大の焦点は、やはり｢アベノミクス｣による為替の円安が、一体どこまで進むか

という事になるだろうという事になるだろうという事になるだろうという事になるだろう。 

冒頭のコメントで、NY ベースが変わらないとして、為替が為替が為替が為替が 5555 円動けば円動けば円動けば円動けば 250250250250 円、円、円、円、10101010 円動けば円動けば円動けば円動けば 500500500500

円は動く円は動く円は動く円は動くとしたわけで、すでに週末時点では 70 円台半ばの円高だったものが、88 円台までの円

安となっているわけで、一定の効果はすでに出ていると言って良いだろう。 
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アナリストの中には、…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

全限、大発会に一代高値の更新をしている状況である全限、大発会に一代高値の更新をしている状況である全限、大発会に一代高値の更新をしている状況である全限、大発会に一代高値の更新をしている状況である。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,654 2 月 27 日 \\\\4,6874,6874,6874,687    1111 月月月月 4444 日日日日    \3,885 6 月 4 日 \4,666 

2013 年 4 月 \4,307 4 月 25 日 \\\\4,6904,6904,6904,690    1111 月月月月 4444 日日日日    \3,886 6 月 4 日 \4,667 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \\\\4,6904,6904,6904,690    1111 月月月月 4444 日日日日    \3,940 7 月 24 日 \4,666 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \\\\4,6924,6924,6924,692    1111 月月月月 4444 日日日日    \4,166 9 月 3 日 \4,671 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\\\\4,6954,6954,6954,695    1111 月月月月 4444 日日日日    \4,330 11 月 6 日 \4,673 

2013 年 12 月 \\\\4,5194,5194,5194,519    

12121212 月月月月 25252525

日日日日    

\\\\4,6984,6984,6984,698    1111 月月月月 4444 日日日日    \\\\4,5024,5024,5024,502    

12121212 月月月月 25252525

日日日日    

\4,676 

    

〇NY 金月足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 1/41/41/41/4 のののの NYNYNYNY 市場は市場は市場は市場は、前日比、前日比、前日比、前日比 25.725.725.725.7 ドル安ドル安ドル安ドル安のののの 1616161648.948.948.948.9 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。高値 1664.5 ドル、安値

1626.0 ドルと、上下 38.5 ドルの大きな動きだ。 

下げた原因は、下げた原因は、下げた原因は、下げた原因は、QE3QE3QE3QE3 の早期終了観測の早期終了観測の早期終了観測の早期終了観測であるが、先送りした｢財政の崖｣に対する問題や、この日

に発表された雇用統計で失業率失業率失業率失業率 7.87.87.87.8％と高止まりしている％と高止まりしている％と高止まりしている％と高止まりしている事もあり、まだすぐの金融緩和終了は

無いだろう。 

ただし国内換算では、為替が 88.37 円まで一時円安が進行するなどで、下がらないと思われる。 

 

チャートでは 2020202011111111 年に年に年に年に 1923.71923.71923.71923.7 ドルまで上がり、これが史上最高値だドルまで上がり、これが史上最高値だドルまで上がり、これが史上最高値だドルまで上がり、これが史上最高値だ。現在は 1500 ドル～1800

ドルでのもみ合いの状況と思われるが、ドルの金本位制への移行を予測する向きは 2000 ドルは

おろか、2500 ドル、3000 ドル説を言うし、金はバブルだという向きは 1300 ドルくらいまで下が

ると言う。 

どちらが正解なのかは神のみぞ知るわけだが、…中略… 

    

 現状ではやはり、5,000 円近いところまで一度上がるだろうと予測するのが、妥当なのではあ

るまいか。もちろん相場は予測不能だし、上にも下にも行き過ぎがあるのだから、日々の情報を

精査して考える必要があるわけだが。 

 

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/12/12/12/24242424 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

    

またまたまたまた 12/12/12/12/28282828 現在の現在の現在の現在の ETFETFETFETF 残高は残高は残高は残高は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、円安の進行が止まらない限り、国内金価格の上昇は続くだろう。

まずは上場来最高値の更新の 4,754 円オーバーを目指し、5,000 円近い価格が出るのではあるま

いか。よって押し目買いの継続が良いだろう。 
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〇東京プラチナ月足 

…削除済み… 

年末年始のプラチナの値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 \4,243 37 \4,261   

12 月 26 日 \4,268 25 \4,285 24 

12 月 27 日 \4,265 -3 \4,285 0 

12 月 28 日 \4,283 18 \4,312 27 

1 月 4 日 \4,390 107 \4,418 106 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、12/23 号においては『金と同様に大勢押し目買いの相場には変化はないだろ

う。今週の急落は、再び買い場を提供してくれたものと、楽観的に見ている』とコメントした。 

年末年始の相場展開は、大発会に急騰した相場が 4,4254,4254,4254,425 円（円（円（円（1/41/41/41/4）まで上昇）まで上昇）まで上昇）まで上昇。その後の夜間取夜間取夜間取夜間取

引では引では引では引では 4,4534,4534,4534,453 円まで円まで円まで円まで記録記録記録記録しており、6666 月限以降の限月が一代高値の更新月限以降の限月が一代高値の更新月限以降の限月が一代高値の更新月限以降の限月が一代高値の更新している。 

 

このところの高値は、昨年このところの高値は、昨年このところの高値は、昨年このところの高値は、昨年 3333 月の月の月の月の 4,5894,5894,5894,589 円円円円。残り 150 円ほどを残す展開であるが、今回アッ

プした月間足を見ると、金との違いが良くわかるだろう。 

 

金が 1,000 円以下だった 1999199919991999 年の安値は年の安値は年の安値は年の安値は 1,1281,1281,1281,128 円円円円であるが、2005 年から上昇に加速が付いた

相場はリーマンショック前にはリーマンショック前にはリーマンショック前にはリーマンショック前には 7,4007,4007,4007,400 円台という高値まで駆け上がった円台という高値まで駆け上がった円台という高値まで駆け上がった円台という高値まで駆け上がった。この時の金はまだ

3,300 円台だったのだから、如何にプラチナの上げが大きかったかという事だ。 

 

この原因は、…中略… 

 

しかしリーマンショックによる暴落の影響も、金は資産のラストリゾートという側面があるた

め QE1 以降の立ち直りが早かったが、プラチナは何とプラチナは何とプラチナは何とプラチナは何と 2,2002,2002,2002,200 円台まで円台まで円台まで円台まで 3333 分の分の分の分の 1111 以下に落ちた以下に落ちた以下に落ちた以下に落ちたた

め、その後も戻りは 5,300 円までで、現在も上がったとはいえ、世界的に景気は不透明であるた世界的に景気は不透明であるた世界的に景気は不透明であるた世界的に景気は不透明であるた

めめめめ 4,4004,4004,4004,400 円台に留まっているわけだ円台に留まっているわけだ円台に留まっているわけだ円台に留まっているわけだ。 

 

プラチナは１枚＝プラチナは１枚＝プラチナは１枚＝プラチナは１枚＝500500500500ｇのバーであり、ｇのバーであり、ｇのバーであり、ｇのバーであり、10101010 年前に年前に年前に年前に 1,5001,5001,5001,500 円で買った人は円で買った人は円で買った人は円で買った人は 75757575 万円が、一時万円が、一時万円が、一時万円が、一時 370370370370

万円までなり、万円までなり、万円までなり、万円までなり、110110110110 万円まで再び落ちて、今は万円まで再び落ちて、今は万円まで再び落ちて、今は万円まで再び落ちて、今は 220220220220 万円という事だ万円という事だ万円という事だ万円という事だ。 

1111 枚の証拠金は現在枚の証拠金は現在枚の証拠金は現在枚の証拠金は現在 54,00054,00054,00054,000 円円円円であるが、変動があるのでおおよそ 6 万円くらいと考えておけ

ば良いだろう。総代金 220 万円程度のプラチナ 1 枚に投資するには、6 万円程度の証拠金が必要

という事だ。金よりも上げ下げの値幅は大きく、金よりも上げ下げの値幅は大きく、金よりも上げ下げの値幅は大きく、金よりも上げ下げの値幅は大きく、投機妙味は大きい投機妙味は大きい投機妙味は大きい投機妙味は大きい。また金と組み合わせて、また金と組み合わせて、また金と組み合わせて、また金と組み合わせて、

サヤを抜くという手段も有効だサヤを抜くという手段も有効だサヤを抜くという手段も有効だサヤを抜くという手段も有効だ。 

 

目先の展開としては、やはり今後の為替動向である。仮に本格的に金との逆ザヤの解消に向か

うのだとすれば、アベノミクスで日本を先導として景気が立ち直る事が必須になるだろう。日本

人は金よりもプラチナが好きなため、その資金が流れ込めば、かつてのようにプラチナの方が金

よりも高い通常の状態に戻るだろう。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。夜間取引ではすでに、6 月限以降が一代高値を更新している

状況である。 
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東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \4,535 2 月 27 日 \4,589 3 月 14 日 \3,468 7 月 24 日 \4,390 

2013 年 4 月 \4,090 4 月 25 日 \4,415 

12 月 13

日 

\3,466 7 月 24 日 \4,399 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \4,420 

12 月 13

日 

\3,460 7 月 24 日 \4,399 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \4,423 

12 月 13

日 

\3,807 8 月 31 日 \4,404 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\4,430 

12 月 13

日 

\3,933 

10 月 30

日 

\4,411 

2013 年 12 月 \\\\4,2494,2494,2494,249    

12121212 月月月月 25252525

日日日日    

\\\\4,4254,4254,4254,425    1111 月月月月 4444 日日日日    \\\\4,2364,2364,2364,236    

12121212 月月月月 25252525

日日日日    

\4,418 

 

〇プラチナ－金価格差月足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,418 円（プラチナ）－4,676 円（金）＝－－－－258258258258 円円円円。 

 

一般的にプラチナと金の価格差は、産金コストの差から一般的にプラチナと金の価格差は、産金コストの差から一般的にプラチナと金の価格差は、産金コストの差から一般的にプラチナと金の価格差は、産金コストの差から 400400400400～～～～500500500500 円程度プラチナが高いのが円程度プラチナが高いのが円程度プラチナが高いのが円程度プラチナが高いのが

適正とされている適正とされている適正とされている適正とされているわけだが、リーマンショック前の大きなサヤ開きと、その後の急激なサヤ詰ま

りから、昨年は－昨年は－昨年は－昨年は－550550550550 円まで一時プラチナが割安に円まで一時プラチナが割安に円まで一時プラチナが割安に円まで一時プラチナが割安になり、その後も現在に至るまでプラチナの下

ザヤ状態が続いている。 

いつかは適正なものへと開いて行くのだろうが、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、今後も円安が進むようであれば、まずは昨年3月の4,500円台へ。

そして、いずれは 5,300 円を目指してゆく展開となるだろう。しかし金よりも高い状態に戻るか

どうかは、実態経済の回復があるかどうかにかかっているだろうと見る。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン月足 

…削除済み… 

年末年始のコーンの値動き 

  3 月限（当限） 前日比 1 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 \27,400 150 \25,810 840 

12 月 26 日 \27,250 -150 \25,850 40 

12 月 27 日 \27,200 -50 \25,810 -40 

12 月 28 日 \27,620 420 \25,900 90 

1 月 4 日 \27,970 350 \25,970 70 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

12/23 号においては『来春に向けての買い場探しである。出来れば、24,000 円辺りまで下げて

欲しいところだが、さて？』とコメントした。 

年末年始の相場展開は、円安の影響は軽微なものにとどまり、確りと推移はしたものの、横ば

いという状態。 

 

今週は月足のアップであるが、2007200720072007 年～年～年～年～08080808 年に掛けて大暴騰して年に掛けて大暴騰して年に掛けて大暴騰して年に掛けて大暴騰して 5555 万円台を記録万円台を記録万円台を記録万円台を記録したものが、

リーマンショックからリーマンショックからリーマンショックからリーマンショックから 14,00014,00014,00014,000 円台まで大暴落円台まで大暴落円台まで大暴落円台まで大暴落し、昨年の相場はホット＆ドライの天候異変で昨年の相場はホット＆ドライの天候異変で昨年の相場はホット＆ドライの天候異変で昨年の相場はホット＆ドライの天候異変で 3333

万円相場万円相場万円相場万円相場となったわけだ。 

5 万円相場の大暴騰は、コーン自体の需給がどうだと言うよりも、中国の食生活の変化からの中国の食生活の変化からの中国の食生活の変化からの中国の食生活の変化からの

需要増大を手掛かりにしたファンド資金の流入が巻き起こしたもの需要増大を手掛かりにしたファンド資金の流入が巻き起こしたもの需要増大を手掛かりにしたファンド資金の流入が巻き起こしたもの需要増大を手掛かりにしたファンド資金の流入が巻き起こしたものであり、それにエタノールエタノールエタノールエタノール

用需要という｢コーンは食物なのか？エネルギーなのか？｣という投機人気が、原油価格の用需要という｢コーンは食物なのか？エネルギーなのか？｣という投機人気が、原油価格の用需要という｢コーンは食物なのか？エネルギーなのか？｣という投機人気が、原油価格の用需要という｢コーンは食物なのか？エネルギーなのか？｣という投機人気が、原油価格の 140140140140

ドル台までの高騰という材料とともに沸騰して記録ドル台までの高騰という材料とともに沸騰して記録ドル台までの高騰という材料とともに沸騰して記録ドル台までの高騰という材料とともに沸騰して記録したものだ。 

 

現在 26,000 円程度になっている相場だが、中国材料もかつてのようには沸騰しないだろうし、

エタノールは米国での原油在庫がシェールオイルの生産で緩んでいるエタノールは米国での原油在庫がシェールオイルの生産で緩んでいるエタノールは米国での原油在庫がシェールオイルの生産で緩んでいるエタノールは米国での原油在庫がシェールオイルの生産で緩んでいるため（米国は在庫過多で

も戦略的に原油輸出は出来ない仕組みになっている）、なかなか大相場にはなりそうもない。 

 

また現在は南米の作柄も良好であり、今年の米中西部の天候はまだ先の話なので何とも言えまた現在は南米の作柄も良好であり、今年の米中西部の天候はまだ先の話なので何とも言えまた現在は南米の作柄も良好であり、今年の米中西部の天候はまだ先の話なので何とも言えまた現在は南米の作柄も良好であり、今年の米中西部の天候はまだ先の話なので何とも言え

ないが、作付面積は多いだろうから、仮に良好なら需給はだぶつくだろうないが、作付面積は多いだろうから、仮に良好なら需給はだぶつくだろうないが、作付面積は多いだろうから、仮に良好なら需給はだぶつくだろうないが、作付面積は多いだろうから、仮に良好なら需給はだぶつくだろう。 

ざっくりだが、米国産コーンの生産は米国産コーンの生産は米国産コーンの生産は米国産コーンの生産は 70707070 年代に年代に年代に年代に 60606060 億億億億 BuBuBuBu 台、台、台、台、80808080 年代は年代は年代は年代は 70707070 億億億億 BuBuBuBu 台、台、台、台、90909090 年代年代年代年代

にににに 80808080 億億億億 BuBuBuBu 台に乗せ、台に乗せ、台に乗せ、台に乗せ、2000200020002000 年代からは年代からは年代からは年代からは 100100100100 億億億億 BuBuBuBu 台に乗せ、今は多い時は台に乗せ、今は多い時は台に乗せ、今は多い時は台に乗せ、今は多い時は 140140140140 億億億億 BuBuBuBu 台まで生産台まで生産台まで生産台まで生産

が増えているが増えているが増えているが増えている。昨年はホット＆ドライだったが、やはり 107107107107 億億億億 BuBuBuBu 以上は取れている以上は取れている以上は取れている以上は取れているわけだ。 

 

…中略… 

 

だが一方で、この人口増加という心理的プレッシャーがある限り、また世界各地で毎年天候異

変が起こる事も日常茶飯事ゆえに、下値もかつてのように下値もかつてのように下値もかつてのように下値もかつてのように 1111 万円台は厳しいだろう万円台は厳しいだろう万円台は厳しいだろう万円台は厳しいだろう。やはり下

げても 2 万円がせいぜいだろう。とすれば、春先は天候相場のプレミアム分は買われる可能性は

高い。ましてや国内は円安だろうから、下値は更に堅くなる可能性も高い。 
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よってこの春までは、25,000 円以下は買い場探しだろうし、春以降の 3 万円台は天井と見る

のが、今のところ妥当なのではあるまいか？ 

コーンの証拠金はコーンの証拠金はコーンの証拠金はコーンの証拠金は、、、、現在のところ現在のところ現在のところ現在のところ１枚＝１枚＝１枚＝１枚＝4.54.54.54.5 万円と安い万円と安い万円と安い万円と安い。変動が大きくなれば若干上がるだろ

うが、倍率倍率倍率倍率はははは 50505050 倍なので倍なので倍なので倍なので 100100100100 円動いて円動いて円動いて円動いて 5,0005,0005,0005,000 円、円、円、円、1,0001,0001,0001,000 円動いて円動いて円動いて円動いて 5555 万円、万円、万円、万円、1111 万円動けば万円動けば万円動けば万円動けば 50505050 万円万円万円万円

である。 

下記の一代足の動きを見れば、昨年にどの程度動いたかが判るはず。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 3 月 \23,290 2 月 16 日 \30,340 8 月 22 日 \20,820 6 月 4 日 \27,970 

2013 年 5 月 \23,250 4 月 16 日 \30,300 8 月 13 日 \21,040 6 月 4 日 \29,140 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \30,300 8 月 13 日 \21,490 6 月 18 日 \28,350 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \29,430 8 月 23 日 \25,510 10 月 1 日 \27,390 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\\\\26,09026,09026,09026,090    1111 月月月月 4444 日日日日    \24,420 

11 月 14

日 

\25,870 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\\\\26,11026,11026,11026,110    1111 月月月月 4444 日日日日    \24,930 

12 月 21

日 

\25,970 

 

〇シカゴコーン月足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 1/41/41/41/4 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、3333 月限月限月限月限でででで 9.009.009.009.00 センセンセンセントトトト安安安安のののの 680.25680.25680.25680.25 セントでセントでセントでセントでのののの終了終了終了終了。12121212 月限では月限では月限では月限では 15.7515.7515.7515.75

セント安セント安セント安セント安のののの 571.25571.25571.25571.25 セントセントセントセントである。 

相変わらず逆ザヤ相場が続いている逆ザヤ相場が続いている逆ザヤ相場が続いている逆ザヤ相場が続いているが、旧穀は不作で在庫率が低い昨年取れたコーン、新穀は

これから取れるコーンの相場であるゆえ、逆ザヤ状態はしばらく続くだろう。 

 

シカゴのチャートでは、…中略… 

もちろん相場の天井はもちろん相場の天井はもちろん相場の天井はもちろん相場の天井は天候次第ではあるが、当方はそういう上げ相場は今のところ無いと思天候次第ではあるが、当方はそういう上げ相場は今のところ無いと思天候次第ではあるが、当方はそういう上げ相場は今のところ無いと思天候次第ではあるが、当方はそういう上げ相場は今のところ無いと思

っているっているっているっている。また 2008200820082008 年と年と年と年と 12121212 年で東京の天井が全く違うのは、為替が年で東京の天井が全く違うのは、為替が年で東京の天井が全く違うのは、為替が年で東京の天井が全く違うのは、為替が 110110110110 円台だったのと、円台だったのと、円台だったのと、円台だったのと、70707070

円台だっ円台だっ円台だっ円台だった違いであた違いであた違いであた違いであり、り、り、り、35353535 円も為替が違えば、東京の天井が低くなるのは当たり前である円も為替が違えば、東京の天井が低くなるのは当たり前である円も為替が違えば、東京の天井が低くなるのは当たり前である円も為替が違えば、東京の天井が低くなるのは当たり前である。 

逆に言えば、もしも為替がアベノミクスで思った以上の円安となった場合は、シカゴが下げて

いても東京が上がるという事態も無きにしもあらずだ。だがそれだけが原因で上がるのなら、素

直に金でも買った方がマシというもの。 

 

    

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/12/12/12/24242424 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、今は安値が出たら買い拾いたいと考えている相場であるが（2 月

崩しがあれば理想的）、今年の相場の天井も低いのではあるまいか？ また天候相場では早めに

天井を打つと考えており、3 月以降は高値があれば、売り場探しであろう。秋には内外とも、大

きく下げているのではないかと考えている。 
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〇東京大豆月足 

…削除済み… 

年末年始の大豆の値動き 

  2 月限（当限） 前日比 12 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 \53,300 50 \49,750 660 

12 月 26 日 \53,990 690 \49,600 -150 

12 月 27 日 \54,290 300 \49,700 100 

12 月 28 日 \54,000 -290 \49,950 250 

1 月 4 日 \54,190 190 \49,950 0 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

12/23 号においては『突っ込みを買い狙いして、長期保有に賭ける相場であろうと見る』とコ

メントした。 

年末年始の相場展開は、円安の影響もあって比較的堅調な動きではあったものの、上に抜けて

ゆくわけでもなく、横ばいの状態での推移だったと言える。 

 

今週は月間足をアップしたわけだが、2008200820082008 年の年の年の年の 8888 万円相場と比較すれば、昨年の相場も高値万円相場と比較すれば、昨年の相場も高値万円相場と比較すれば、昨年の相場も高値万円相場と比較すれば、昨年の相場も高値

はははは 52,00052,00052,00052,000 円台にとどまり、ここ数年は円台にとどまり、ここ数年は円台にとどまり、ここ数年は円台にとどまり、ここ数年は 36,00036,00036,00036,000 円～円～円～円～52,00052,00052,00052,000 円の範囲での動きだった円の範囲での動きだった円の範囲での動きだった円の範囲での動きだったと言える。 

 

08 年の大暴騰は、すべての商品がファンド資金の流入で沸騰した相場であり、その後のリー

マンショックの大暴落もすべて同じだ。08080808 年に、特に生産高が落ち込んだとか、在庫が急減し年に、特に生産高が落ち込んだとか、在庫が急減し年に、特に生産高が落ち込んだとか、在庫が急減し年に、特に生産高が落ち込んだとか、在庫が急減し

たとかという事実は見られず、むしろ昨年の方が少なかったくらいだたとかという事実は見られず、むしろ昨年の方が少なかったくらいだたとかという事実は見られず、むしろ昨年の方が少なかったくらいだたとかという事実は見られず、むしろ昨年の方が少なかったくらいだ。（だからシカゴは、08 年

よりも昨年の相場の方が、天井が高かったわけだが） 

08080808 年と年と年と年と 12121212 年を比べて大きく違うのは、年を比べて大きく違うのは、年を比べて大きく違うのは、年を比べて大きく違うのは、08080808 年当時は為替が年当時は為替が年当時は為替が年当時は為替が 110110110110 円程度円程度円程度円程度。昨年は昨年は昨年は昨年は 70707070 円台までの円台までの円台までの円台までの

円高であったという事円高であったという事円高であったという事円高であったという事。35 円も為替が違えば、それだけ輸入コストはダウンするわけで、8 万円

まで行く相場が、5 万円で失速してしまったという事だ。 

 

よって、為替が万が一アベノミクスで、皆の想像を超えるくらい円安になるのであれば、大豆

も上がっても不思議ではない。しかしながらシカゴは、シカゴは、シカゴは、シカゴは、…中略… 

 

よって当方は、今年の大豆相場はあまり買い目の無い相場ではないかと予想しているよって当方は、今年の大豆相場はあまり買い目の無い相場ではないかと予想しているよって当方は、今年の大豆相場はあまり買い目の無い相場ではないかと予想しているよって当方は、今年の大豆相場はあまり買い目の無い相場ではないかと予想している。よほ

どの天候異変がない限り、春以降の高いところを売りから入るのがベターではないかと考えてい

るわけだ。 

とにかく昨年も、ホット＆ドライがあったとは言え、米国産大豆は 29.729.729.729.7 億億億億 BuBuBuBu 取れた取れた取れた取れたわけだ。

ざっくり 70707070 年代は年代は年代は年代は 10101010 億億億億 BuBuBuBu 台の生産高台の生産高台の生産高台の生産高、80808080 年代は年代は年代は年代は 20202020 億億億億 BuBuBuBu 台台台台、2000200020002000 年代からは年代からは年代からは年代からは 30303030 億億億億 BuBuBuBu 台台台台に

伸びており、今は豊作なら 35 億 Bu までなっても不思議ではない。 

 

世界人口が増え続けている以上、その分の消費も伸びているわけではあるが、エネルギーは界人口が増え続けている以上、その分の消費も伸びているわけではあるが、エネルギーは界人口が増え続けている以上、その分の消費も伸びているわけではあるが、エネルギーは界人口が増え続けている以上、その分の消費も伸びているわけではあるが、エネルギーは

シェールガスやらシェールオイルやらで生産は増加しているわけだし、一時もてはやされたバシェールガスやらシェールオイルやらで生産は増加しているわけだし、一時もてはやされたバシェールガスやらシェールオイルやらで生産は増加しているわけだし、一時もてはやされたバシェールガスやらシェールオイルやらで生産は増加しているわけだし、一時もてはやされたバ

イオエネルギーも下火だイオエネルギーも下火だイオエネルギーも下火だイオエネルギーも下火だ。中国だって、…中略… 

 

なお大豆の大豆の大豆の大豆の証拠金証拠金証拠金証拠金は１枚＝は１枚＝は１枚＝は１枚＝2222 万円と一番安い万円と一番安い万円と一番安い万円と一番安い。倍率は倍率は倍率は倍率は 10101010 倍なので、倍なので、倍なので、倍なので、1,0001,0001,0001,000 円動いて円動いて円動いて円動いて 1111 万円の万円の万円の万円の

動きであり、動きであり、動きであり、動きであり、1111 万円動いて万円動いて万円動いて万円動いて 10101010 万円の動きだ万円の動きだ万円の動きだ万円の動きだ。 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 2 月 \41,900 2 月 16 日 \60,000 7 月 23 日 \41,050 2 月 16 日 \54,190 

2013 年 4 月 \45,350 4 月 16 日 \56,480 7 月 23 日 \41,750 6 月 4 日 \54,200 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \52,190 7 月 20 日 \44,400 6 月 18 日 \50,950 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \51,810 9 月 5 日 \47,500 

11 月 13

日 

\50,300 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \51,080 

12 月 17

日 

\46,920 

10 月 16

日 

\49,870 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \50,680 

12 月 17

日 

\\\\48,87048,87048,87048,870    

12121212 月月月月 25252525

日日日日    

\49,950 

 

〇シカゴ大豆月足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 1/41/41/41/4 のシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場はのシカゴ市場は、、、、1111 月限で月限で月限で月限で 14.0014.0014.0014.00 セントセントセントセント安安安安のののの 1389.001389.001389.001389.00 セントセントセントセント。11111111 月限月限月限月限はははは 14141414.75.75.75.75 センセンセンセン

トトトト安安安安のののの 1277.001277.001277.001277.00 セントセントセントセント。 

相変わらず旧穀、新穀の逆ザヤ相場であるが、南米の豊作観測がある中で期近（旧穀）も下げ

始めれば、先物（新穀）だって米国の作付面積増加予測で下げるわけだ。週末もそういう動きで

ある。 

 

当方としては、シカゴのシカゴのシカゴのシカゴの 10101010 ドル以下なら買いの食指も湧くがドル以下なら買いの食指も湧くがドル以下なら買いの食指も湧くがドル以下なら買いの食指も湧くが、まだ今の価格では買いたくは

ないと思うところだ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 12/2412/2412/2412/24 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、今後の天候次第ではあるものの、今年も大豆の大相場は期待でき

ないと考えている。2 月崩しがあれば円安なので買いから入りたいが、春に上がったところはむ

しろ売りから入るのが、今年は良いのではあるまいかと考えている。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム月足 

…削除済み… 

年末年始のゴムの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 274.5 3.5 292.1 4.5 

12 月 26 日 279.0 4.5 296.0 3.9 

12 月 27 日 285.4 6.4 300.7 4.7 

12 月 28 日 288.8 3.4 302.5 1.8 

1 月 4 日 294.5 5.7 307.8 5.3 

12/23 号においては『皆が 300 円相場と言い始めたので、そろそろ天井ではなかろうか。280

円を割れたら売り仕掛けで、290 円と来たらストップロスが良いだろう』とコメントした。    

年末年始の相場展開は、あっさりと 290 円台に乗せた相場がファンド買いで舞い上がり、大発

会には 312.4312.4312.4312.4 円円円円（（（（1/41/41/41/4））））の高値まで記録の高値まで記録の高値まで記録の高値まで記録。その後の夜間取引では、夜間取引では、夜間取引では、夜間取引では、313.4313.4313.4313.4 円まで上昇円まで上昇円まで上昇円まで上昇と、更に高

値更新をしている。 

 

今週は月間足をアップしたわけだが、…中略… 

 

ゴムの値動きは、ここゴムの値動きは、ここゴムの値動きは、ここゴムの値動きは、ここ数年の中でも高い時は数年の中でも高い時は数年の中でも高い時は数年の中でも高い時は 500500500500 円、安い時は円、安い時は円、安い時は円、安い時は 100100100100 円というのだから、変動円というのだから、変動円というのだから、変動円というのだから、変動

ははははかなりかなりかなりかなり大きい大きい大きい大きい。つまりは、投機妙味が高いという事だ。 

証拠証拠証拠証拠金は金は金は金は現在、現在、現在、現在、１枚＝１枚＝１枚＝１枚＝5.55.55.55.5 万万万万円円円円でありでありでありであり、倍率は、倍率は、倍率は、倍率は 5,0005,0005,0005,000 倍倍倍倍であるであるであるである。10 円動けば 5 万円、100 円動

けば 50 万円の動きである。ゴムは最長で半年しか持てないので、このチャートでは 6 本分の動

きであり、100 円で買って 500 円で売る＝400 円の利益で１枚当り 200 万の儲け！なんて事まで

はないのだが、50 円程度は簡単に動く。つまり１枚当り、25 万円替えは日常茶飯事だ。 

 

またファンドや商社・シッパーなどの参加も多いため、意外と玉が入るという利点もある。だ

から情報通には、好まれる銘柄でもある。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 230.2 7 月 26 日 299.8299.8299.8299.8    1111 月月月月 4444 日日日日    205.6 8 月 14 日 294.5 

2013 年 2 月 230.0 8 月 26 日 297.4297.4297.4297.4    1111 月月月月 4444 日日日日    216.4 8 月 31 日 294.9 

2013 年 3 月 253.5 9 月 25 日 300.5300.5300.5300.5    1111 月月月月 4444 日日日日    240.0 

11 月 12

日 

298.0 

2013 年 4 月 262.1 

10 月 26

日 

302.9302.9302.9302.9    1111 月月月月 4444 日日日日    241.8 

11 月 12

日 

300.3 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

309.0309.0309.0309.0    1111 月月月月 4444 日日日日    245.6 

11 月 29

日 

303.6 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

312.4312.4312.4312.4    1111 月月月月 4444 日日日日    283.8 

12 月 21

日 

307.8 

 全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新全限一代高値の更新中中中中であるであるであるである。 

 



 11 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、1 月限 294.5 円～6 月限 307.8 円と 13.313.313.313.3 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。ファンド買いでの上昇だ

が、サヤは逆に若干詰まった。 

  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、12/20 現在で 474 トン増の 6,826 トン。2 旬連続の増加である。 

 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、26,000 元後半まで上昇中。 

 

ゴム生産主要 3 ヶ国による価格安定化策に関する情報は、今のところない。価格が上がって

いれば、彼らは何もすることはないのだろう。 

現在の現在の現在の現在の上がっている要因は、ファンド買いの一語に尽きる上がっている要因は、ファンド買いの一語に尽きる上がっている要因は、ファンド買いの一語に尽きる上がっている要因は、ファンド買いの一語に尽きるが、彼らはチャートに従って粛々

と買っているという状況なのだと思われる。 

 

 結論として当方の相場観は、310 円台まで上がってきた相場が、どこで天井を打つのか？ファ

ンドの買いはチャート要因だろうから、チャートが天井を付けたと確認できるまで売りは危険だ

ろう。    
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油月足 

…削除済み… 

年末年始の原由の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 \55,700 -50 \55,490 380 

12 月 26 日 \55,780 80 \55,920 430 

12 月 27 日 \56,090 310 \56,950 1030 

12 月 28 日 \56,050 -40 \57,220 270 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

1 月 4 日 \59,270 1140 \57,920  

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

12/23 号においては『NY 原油はもみ合いのまま。東京原油は上放れの情勢であるが、年末なの

で新たな仕掛けは考えない。新春の動向を見ての判断が良いだろう』とコメントした。 

年末年始の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 93939393 ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇ドル台まで上昇と確りした展開。週末 1/4 は、前日比 0.17

ドル高の 93.0993.0993.0993.09 ドルの終了ドルの終了ドルの終了ドルの終了であり、高値は 93.21 ドルまであった。 

    

今週は月間足をアップしたわけだが、2007 年～08 年の大暴騰→リーマンショックでの大暴落

を経て、現在は現在は現在は現在は 80808080 ドル～ドル～ドル～ドル～100100100100 ドルでのドルでのドルでのドルでの 20202020 ドル幅の相場、大きく見ればドル幅の相場、大きく見ればドル幅の相場、大きく見ればドル幅の相場、大きく見れば 74747474 ドル～ドル～ドル～ドル～114114114114 ドルまでドルまでドルまでドルまで

のののの 40404040 ドル幅の相場で推移しているドル幅の相場で推移しているドル幅の相場で推移しているドル幅の相場で推移している。 

このレンジからどちらに抜けるのかが焦点なのだろうが、…中略… 

 

ただし現状の相場は、80 ドル→100 ドルへと向かっている上昇相場の過程であり、さてどこで

戻りいっぱいを確認するか？という状況であろう。 

 

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 111111111111 ドルドルドルドル台台台台、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油、ドバイ原油はははは 101010106666 ドルドルドルドル台台台台である。これらの油種

はこのところ常に WTI よりも上ザヤに位置しているわけであるが、これこそが米国のシェールオ

イルの増産のためである。 

昨年から｢シェールガス革命シェールガス革命シェールガス革命シェールガス革命｣という事が良く言われるわけだが、天然ガスはすでに暴落してお

り、原油だけがまだ高止まりしている状況である。米国の原油在庫は、シェールオイルの増産米国の原油在庫は、シェールオイルの増産米国の原油在庫は、シェールオイルの増産米国の原油在庫は、シェールオイルの増産

にパイプラインの整備が追いつかず、在庫は積み上がっているにパイプラインの整備が追いつかず、在庫は積み上がっているにパイプラインの整備が追いつかず、在庫は積み上がっているにパイプラインの整備が追いつかず、在庫は積み上がっている。 

また米国はエネルギー安全保障の観点から、原則として他国への輸出を認めておらず、現在米国はエネルギー安全保障の観点から、原則として他国への輸出を認めておらず、現在米国はエネルギー安全保障の観点から、原則として他国への輸出を認めておらず、現在米国はエネルギー安全保障の観点から、原則として他国への輸出を認めておらず、現在

のののの WTIWTIWTIWTI 相場は米国内の緩んだ需給を反映する状況となっている相場は米国内の緩んだ需給を反映する状況となっている相場は米国内の緩んだ需給を反映する状況となっている相場は米国内の緩んだ需給を反映する状況となっている。 

よって原油先物の出来高は、すでにロンドンが NY を逆転し、石油会社のヘッジはロンドンブ

レントに移ってしまっているのが現状だ。 

 

そして国内原油先物市場は、国内原油先物市場は、国内原油先物市場は、国内原油先物市場は、…中略… 

 

もしも中東で戦争が起きた場合は、米国は自分の国で在庫が余っているのだから困らない。一

番困るのは日本であり、NY 原油が上がらずとも、東京原油が上がってゆくという事になるのだ

ろう。 
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さて 12/12/12/12/24242424 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

 

〇東京原油月足 

…削除済み… 

東京原油東京原油東京原油東京原油はははは、円安＆海外原油高で、大発会まで円安＆海外原油高で、大発会まで円安＆海外原油高で、大発会まで円安＆海外原油高で、大発会まで高値更新高値更新高値更新高値更新中中中中であるであるであるである。 

 

今週は月間足をアップしたわけだが、上場が 2001 年になってからなので、これが東京原油先

物市場の全てである。 

2008 年の 95,000 円台という大暴騰から、リーマンショックでの大暴落を経た後、4444 万円～万円～万円～万円～6666

万円のレンジで動いているのが現在の相場である万円のレンジで動いているのが現在の相場である万円のレンジで動いているのが現在の相場である万円のレンジで動いているのが現在の相場である。今は 58,000 円台まで上昇してきているゆえ、

レンジの上限を目指しているという状況だ。 

 

円安は間違いなく相場上昇の追い風となるわけだが、原油自体は｢シェールガス革命シェールガス革命シェールガス革命シェールガス革命｣で値を下

げるのか？それとも中東で何かあるのか？というのが焦点で、ちょっと判断は付けづらいところ

だ。 

原由の証拠金は、現在１枚＝原由の証拠金は、現在１枚＝原由の証拠金は、現在１枚＝原由の証拠金は、現在１枚＝8888 万円万円万円万円。倍率は倍率は倍率は倍率は 50505050 倍なので、倍なので、倍なので、倍なので、1,0001,0001,0001,000 円動けば円動けば円動けば円動けば 5555 万円で、万円で、万円で、万円で、1111 万円動万円動万円動万円動

けばけばけばけば 50505050 万円の動きである万円の動きである万円の動きである万円の動きである。11 月の安値からは、すでに 8,000 円の上昇となっているわけで、１

枚当たりですでに 40 万円の値動きを演じているわけだ。 

2008 年の大暴騰→大暴落などは、2 万円上げて、7 万円下げる動きであり、その凄まじさがわ

かろうというもの。 

 

…中略… 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2012 年 12 月 \47,580 7 月 2 日 \56,370 12 月 3 日 \46,240 7 月 3 日 \\\\56,05056,05056,05056,050    

2013 年 1 月 \48,890 8 月 1 日 \\\\59,28059,28059,28059,280    1111 月月月月 4444 日日日日    \48,420 8 月 1 日 \59,270 

2013 年 2 月 \53,910 9 月 3 日 \\\\59,08059,08059,08059,080    1111 月月月月 4444 日日日日    \50,290 9 月 21 日 \58,970 

2013 年 3 月 \52,040 10 月 1 日 \\\\58,83058,83058,83058,830    1111 月月月月 4444 日日日日    \50,610 

11 月 12

日 

\58,610 

2013 年 4 月 \51,740 11 月 1 日 \\\\58,58058,58058,58058,580    1111 月月月月 4444 日日日日    \50,390 

11 月 12

日 

\58,330 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \\\\58,40058,40058,40058,400    1111 月月月月 4444 日日日日    \52,370 

12 月 11

日 

\58,130 

2013 年 6 月 \\\\58,08058,08058,08058,080    1111 月月月月 4444 日日日日    \\\\58,20058,20058,20058,200    1111 月月月月 4444 日日日日    \\\\57,71057,71057,71057,710    1111 月月月月 4444 日日日日    \57,920 

 その後の夜間取引では、すでに一代高値を更に更新している。 

 

結論として当方の相場観は、現在上昇中の相場は、もうしばらく高いと考えるのが無難なのだ

ろう。しかし長期的な原油価格の動向はまだ不透明であり、積極的な仕掛けはしづらいところ。 
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〇東京ガソリン月足 

…削除済み… 

年末年始のガソリンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 \68,590 -140 \69,510 250 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

12 月 26 日 \68,570 550 \70,180  

12 月 27 日 \69,610 1040 \71,570 1390 

12 月 28 日 \70,160 550 \71,980 410 

1 月 4 日 \71,580 1420 \73,090 1110 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

12/23 号においては『7 万円の大台乗せでも、まだそんなには過熱感が感じられない。さすが

にここから買うのは抵抗があるが、売るのも怖いため、年末年始は仕掛け無用か。様子見が良い

だろう』とコメントした。 

年末年始の相場展開は、続伸した相場が大発会には 73,00073,00073,00073,000 円台まで上昇円台まで上昇円台まで上昇円台まで上昇し、全限一代高値の全限一代高値の全限一代高値の全限一代高値の

更新中更新中更新中更新中。その後の夜間取引では、73,510 円と更に上昇中だ。 

 

今週は月間足をアップしたわけだが、現在の相場は昨年現在の相場は昨年現在の相場は昨年現在の相場は昨年 6666 月の月の月の月の 53,00053,00053,00053,000 円台から、円台から、円台から、円台から、2222 万円の上万円の上万円の上万円の上

昇中の展開である昇中の展開である昇中の展開である昇中の展開である。昨年 3 月の 77,000 円台を目指している相場なのかもしれない。 

現在のガソリンの証拠金は、１枚＝現在のガソリンの証拠金は、１枚＝現在のガソリンの証拠金は、１枚＝現在のガソリンの証拠金は、１枚＝8.58.58.58.5 万円万円万円万円であり、これは変動があるので 10 万円くらいだ

と思っておけば間違いないか。倍率は倍率は倍率は倍率は 50505050 倍であるため、倍であるため、倍であるため、倍であるため、1,0001,0001,0001,000 円動けば円動けば円動けば円動けば 5555 万円、万円、万円、万円、1111 万円動けば万円動けば万円動けば万円動けば

50505050 万円万円万円万円、今の今の今の今の 2222 万円上昇中の相場は万円上昇中の相場は万円上昇中の相場は万円上昇中の相場は 100100100100 万円替えの動きである万円替えの動きである万円替えの動きである万円替えの動きである。 

…中略… 

 

 さて一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \54,070 6 月 26 日 \\\\69,50069,50069,50069,500    

12121212 月月月月 25252525

日日日日    

\53,460 6 月 26 日 \\\\68,59068,59068,59068,590    

2013 年 2 月 \58,670 7 月 26 日 \\\\71,76071,76071,76071,760    1111 月月月月 4444 日日日日    \58,160 7 月 27 日 \71,580 

2013 年 3 月 \64,510 8 月 27 日 \\\\72,28072,28072,28072,280    1111 月月月月 4444 日日日日    \61,020 9 月 21 日 \72,190 

2013 年 4 月 \63,400 9 月 26 日 \\\\73,70073,70073,70073,700    1111 月月月月 4444 日日日日    \62,560 11 月 6 日 \73,620 

2013 年 5 月 \65,180 

10 月 26

日 

\\\\73,40073,40073,40073,400    1111 月月月月 4444 日日日日    \62,490 11 月 6 日 \73,340 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\\\\73,14073,14073,14073,140    1111 月月月月 4444 日日日日    \66,480 

12 月 10

日 

\73,090 

2013 年 7 月 \\\\69,81069,81069,81069,810    

12121212 月月月月 26262626

日日日日    

\\\\73,23073,23073,23073,230    1111 月月月月 4444 日日日日    \\\\69,64069,64069,64069,640    

12121212 月月月月 26262626

日日日日    

\73,090 

12/12/12/12/28282828 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

12/12/12/12/22222222 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、まだ高値追いの最中の相場展開であり、値頃での売りは危険だろ

う。現状では押し目買いに分がある展開であるが、長期的に相場がどうなるのかは不透明。目先

はチャートを手掛かりに…が良いだろう。 
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〇東京灯油月足 

…削除済み… 

年末年始の灯油の値動き 

  1 月限（当限） 前日比 6 月限（先限） 前日比 

12 月 25 日 \76,510 130 \68,060 400 

  2 月限（当限） 前日比 7 月限（先限） 前日比 

12 月 26 日 \77,290 1290 \68,430  

12 月 27 日 \78,350 1060 \69,420 990 

12 月 28 日 \78,010 -340 \69,530 110 

1 月 4 日 \79,010 1000 \70,340 810 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

12/23 号においては『寒波の襲来で需要好調であり、在庫は逼迫状態に近づいて行っている。

このような情勢では、反落はあっても一時的なものに留まる可能性は高いだろう。値頃での売り

は、まだ危険だと思われる』とコメントした。 

年末年始の相場展開は、続伸した相場が大発会まで一代高値の更新中大発会まで一代高値の更新中大発会まで一代高値の更新中大発会まで一代高値の更新中であり、先物は 7 万円台

乗せ。需要期で逆ザヤの期近は、79,000 円台まで上昇である。 

 

今週は月間足をアップしたわけだが、灯油の証拠金は１枚＝灯油の証拠金は１枚＝灯油の証拠金は１枚＝灯油の証拠金は１枚＝8888 万円万円万円万円。これは変動があるので、

おおよそ10万円くらいと理解しておけば良いわけだが、倍率は倍率は倍率は倍率は 50505050 倍で、倍で、倍で、倍で、1,0001,0001,0001,000 円動けば円動けば円動けば円動けば 5555 万円万円万円万円。

1111 万円の動きでは万円の動きでは万円の動きでは万円の動きでは 50505050 万円の値動きであり、現在は万円の値動きであり、現在は万円の値動きであり、現在は万円の値動きであり、現在は期近が期近が期近が期近が 2222 万円の上昇中である万円の上昇中である万円の上昇中である万円の上昇中である。 

…中略… 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 1 月 \57,800 6 月 26 日 \\\\77,50077,50077,50077,500    

12121212 月月月月 25252525

日日日日    

\57,080 6 月 29 日 \\\\76,51076,51076,51076,510    

2013 年 2 月 \61,810 7 月 26 日 \\\\79,62079,62079,62079,620    

12121212 月月月月 27272727

日日日日    

\61,350 7 月 26 日 \79,010 

2013 年 3 月 \67,500 8 月 27 日 \\\\76,65076,65076,65076,650    1111 月月月月 4444 日日日日    \64,080 11 月 6 日 \76,430 

2013 年 4 月 \64,320 9 月 26 日 \\\\73,01073,01073,01073,010    1111 月月月月 4444 日日日日    \62,960 11 月 6 日 \72,670 

2013 年 5 月 \64,410 

10 月 26

日 

\\\\71,26071,26071,26071,260    1111 月月月月 4444 日日日日    \62,530 11 月 6 日 \70,720 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\\\\70,98070,98070,98070,980    1111 月月月月 4444 日日日日    \64,690 

12 月 11

日 

\70,320 

2013 年 7 月 \\\\68,44068,44068,44068,440    

12121212 月月月月 26262626

日日日日    

\\\\70,96070,96070,96070,960    1111 月月月月 4444 日日日日    \\\\68,04068,04068,04068,040    

12121212 月月月月 26262626

日日日日    

\70,340 

  

12/12/12/12/28282828 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

12/12/12/12/22222222 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、現状の需給の状況では、需要期明けの春までは下がらない可能性

が高いだろう。円安進行下での輸入による対応は、更なるコストアップに繋がる可能性も高いも

のと思われる。 
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 〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場月足 

…削除済み… 

 今週は月間足でのアップとしたが、株価が 1 万円の大台を回復した昨年昨年昨年昨年 12/1912/1912/1912/19 時点での為替は時点での為替は時点での為替は時点での為替は

84848484 円台円台円台円台。週末の NY 市場では、88.3788.3788.3788.37 円円円円までまでまでまで円安が進んでおり円安が進んでおり円安が進んでおり円安が進んでおり、90 円台も見えて来た。 

 チャート上での抵抗線は、チャート上での抵抗線は、チャート上での抵抗線は、チャート上での抵抗線は、94.9894.9894.9894.98 円、円、円、円、101.43101.43101.43101.43 円、円、円、円、110.62110.62110.62110.62 円と続く円と続く円と続く円と続く。アベノミクスでの円安誘

導は、果たしてどこまであるか？ 

…中略… 

 

 なお来週の主な経済指標の予定は、 

7 日（月）ユーロ圏生産者物価指数（11 月） 

8 日（火）ユーロ圏失業率・小売売上高（11 月）、 

10 日（木）中国貿易収支（12 月）、ギリシャ失業率（10 月）、英中銀政策金利発表、 

ECB 政策金利発表・ドラギ ECB 総裁、記者会見、米新規失業保険申請件数、 

カンザスシティ連銀総裁、セントルイス連銀総裁、講演 

11 日（金）日本国際収支（11 月）、中国消費者物価・生産者物価指数（12 月） 

米貿易収支（11 月）、ミネアポリス連銀総裁、フィラデルフィア連銀総裁、講演 

 などである。10 日以降に注目だが、日本はまた 3 連休だ。 

 

〇ユーロ/円相場月足 

…削除済み… 

円安は、ユーロユーロユーロユーロ////円でも円でも円でも円でも 115115115115 円円円円台まで台まで台まで台まで進んでいる進んでいる進んでいる進んでいる。 

 

今週は月間足をアップしたわけだが、120 円くらいまでは戻しても自然に見える。…中略… 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


